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役職 氏  名 学級担任等 担当教科 

校長 平井 秀昭   

教頭 加藤 俊明   

教諭 岡崎 利美 １年１組 保健体育 

教諭 鈴木 悠平 しおかぜ１組 特別支援 

教諭 本庄 昌宏 しおかぜ２組 特別支援 

教諭 堀内美津子 １年副担 数学・家庭 

教諭 山本 彩華 しおかぜ副担 家庭 

教諭 池田 美佳 ２年１組 音楽 

教諭 亀井 雄太 ２年２組 数学 

教諭 野田 恭吾 しおかぜ３組  

教諭 井上 拓也 ２年副担 理科 

教諭 上嶋 秀俊 ３年１組 美術・技術 

教諭 髙田 裕也 ３年２組 国語 

教諭 播磨 香織 ３年副担 英語 

教諭 鈴木美智恵 ３年副担 社会 

養教 山田 紀子 養護教諭 

事務 内海 洋子 事務職員 

用務 岩部  学 用務員 

配膳 吉川 章子 配膳員 

カウンセラー 嶋崎 玲子 スクールカウンセラー 

 

３月１４日「第７８回卒業証書授与式」が行われ、３年生がこの学舎を巣立っていきまし

た。在校生・卒業生からの送辞や答辞、合唱があり「感謝の気持ち」と「感動」あふれる素

晴らしい卒業式となりました。今年巣立った３年生は、家族や地域の方々に見守られ、健や

かに成長し、自分や仲間を大切にし、個性豊かに躍動感溢れる姿を様々な場面で見せてくれ 

ました。４月から２０校以上の道に分かれる卒業生の健康と活躍を心から祈念し、エールを送ると共に、 

陰に日向に支えて下さった保護者の皆様を始め、多くの方々に、心より感謝申し上げます。 

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

在校生の皆さんもとても立派な態度でした。卒業式といえば、卒業生が主役と思われがちですが、実

は、それを支える在校生がとても大切です。決して脇役などではありません。在校生の頑張りがあった 

からこそ素晴らしい卒業式になりました。バトンは確実に渡されました。これから

は、２年生を中心にとした銭函中の新たな船出です。全力で新たな歴史をつくり上

げてください。 

さて、卒業式や入学式と共に春が本格化していきます。陽射し、風、雪どけ、地

面に温かさが増し、そして“桜”や“桜に関わる言葉”が似合う季節となります。 

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

ところで“桜”から、多くの学ぶべきことがあると思います。春に咲く桜は前の夏に花芽が作られ、一

度休眠状態となり、さらに冬の寒い時期に休眠から醒める準備へ移ります。そして、春、気温の上昇とと

もに開花へと向かうのです。 

①春、花を咲かせるために、長い準備期間がある。 

②準備期間には、気温の低い時期（冬のような）が必要不可欠。 

③積算温度のように、毎日の積み重ねの結果として花が咲く。 

④桜前線。日本列島で最初に咲くのは、必ずしも沖縄の最南端からではない。 

これらのことは家庭や学校で成長する子どもたちの教育に通じるように感じます。特に④は、一見“桜

は南から”の常識にとらわれがちですが、適温や適切な条件があるからなのでしょう。令和６年度も終わ

りを迎えますが、卒業生や１・２年生の今の姿が、桜で言う花であると思います。「授業中の切り替えが

速くなった。」「互いに注意し合う雰囲気がでてきた。」等、 

成長の跡が見て取れます。花の状態が伝わってきます。年

間を通し、学習面や生活面の成果と合わせて、人間性が豊

かで心の温かい生徒達が増えてきていることを学校の内

外で実感しています。 

多くの場面で賜った保護者、地域の皆様のご支援・ご協

力に深く感謝すると共に、新しい年度での充実につなげて

いきたいと思います。１年間ありがとうございました。 

桜の季節   校長 冨士原 孝浩 

 

学校ホームページ 
定期更新中！ 

 
 
 ○ ○  ○○ ○○｜○○○学校へ 

 ○ ○  ○○ ○○｜○○○学校へ 

 ○ ○  ○○ ○○｜○○○学校へ 

 ○ ○  ○○ ○○｜○○○ 

 ○ ○  ○○ ○○｜○○○ 

 ○ ○  ○○ ○○｜○○○ 

 ○ ○  ○○ ○○｜○○○ 

 ○ ○  ○○ ○○｜○○○学校へ 

 

●転出職員紹介 今までお世話になりました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４月の行事予定 
★：放課後自習室の実施日は未定 

ＳＣ：スクールカウンセラーの来校日は未定 

日 曜 行事予定 授業 

1 火 部活動原則中止  

2 水   

3 木   

4 金   

5 土   

6 日   

7 月 着任式、始業式、入学式、PTA入会式 5 

8 火  5 

9 水 新入生歓迎会、部活動見学開始 6 

10 木 1・2年生内科検診 6 

11 金 学級写真 5 

12 土   

13 日   

14 月  6 

15 火 一斉専門委員会（前期計画） 5 

16 水 全国学力・学習状況調査（質問・理科） 6 

17 木 
全国学力・学習状況調査（国語・数学） 

3年内科検診、職員会議 
5 

18 金 

2年標準学力調査（国・数・英） 

授業参観（５時間目13：35開始） 

ＰＴＡ総会・保護者会（旅行行事説明） 

5 

19 土   

20 日   

21 月 部活動編成会議 5 

22 火 
1・２年生保護者懇談①  

*３年生のみ６時間授業（4/30まで） 
*4 

23 水 尿検査一次、1・２年生保護者懇談②  *4 

24 木 1・２年生保護者懇談③ *4 

25 金 1・２年生保護者懇談④ *4 

26 土   

27 日   

28 月 1・２年生保護者懇談⑤ *4 

29 火   

30 水 生徒総会、1・２年生保護者懇談⑥ *4 

 

●第78回卒業証書授与式 

  ３月14日の午前、ご来賓ならびに保護者と地域の皆様をお迎えして、 

卒業式を挙行しました。69名の卒業生が決意も新たに、本校を巣立ちま 

した。昭和22年の創立以来、累計10,376名の卒業生を輩出しました。 

 

●レバンガ北海道よりバスケットボールの寄贈！ 

2月28日の午後、プロバスケットボール「レバンガ北海道」様から、バスケット

ボール及びスポーツ振興を目的として、株式会社クリーンアップ様のご協力の下、

バスケットボールを20個寄贈いただきました。大変ありがとうございました！ 

●同窓会の新会長に○○○○さん 

○○○○さん（元PTA会長H30・31・R2）に、同窓会の新会長として務めていただけることとなりました。これは、

前同窓会長の○○さんの訃報を受けたものです。12日の「同窓の集い」入会式にて、卒業生へご講話いただきました。 

●答辞 卒業生代表 ３年 ○○ ○○さん 

冷たい風の中にも柔らかい日差しが差し込み、春の訪れを感じる季節となりました。
本日は私たち卒業生のために、このような素晴らしい卒業式を挙行していただき、心よ
り感謝申し上げます。また、お忙しい中ご出席いただいたご来賓の皆様、先生方、保護
者の皆様、在校生の皆さんに、卒業生一同深く御礼申し上げます。 

この銭函中学校で過ごした3年間は、あっという間に過ぎ去りました。新型コロナウ
イルス対策として、室内では原則マスク着用となっており、お互いの顔を見ることがで
きなかった入学式から始まった私たちの中学校生活は、まさに予測不可能なものでし

た。授業の進度は比べものにならず、急速に難しくなっていく内容に困惑し、家庭学習
の重要性を痛感しました。体育祭では、クラスごとに一致団結し、共に絆を深めること
ができました。競技の中でライバル同士が仲良く競い合う姿や、闘志をむき出しにして

挑戦する姿が見られ、銭中ならではの個性豊かな体育祭となりました。 
そして、3年生。修学旅行では、岩手と宮城を訪れ、東日本大震災の被災地を目の当
たりにしました。震災の影響とその後の復興に向けた工夫について学び、地域の人々の

深い絆や支え合いの大切さ、そして災害への備えや防災意識の重要性を改めて認識しま
した。夜遅くまで友達とカードゲームをしたり、なかなか寝付けずおしゃべりを楽しん
でいると、先生に叱られたりしたのも良い思い出です。 

そして、何といっても一番の思い出は銭中祭です。生徒会役員として企画をゼロから
立ち上げ、舞台照明、セリフ、細部にわたる準備を進めてきました。途中で意見が食い
違い、ぎこちない雰囲気になることもありましたが、当日は「成功させるぞ！」という

一体感が生まれ、多少のトラブルがあったにもかかわらず、「共鳴」をテーマにした素
晴らしい形で銭中祭を終えることができました。 
この 3 年間、私たちは先生方をはじめ、たくさんの方々のお力添えがあったからこ

そ、大きく成長することができました。本当にありがとうございました。私たちは一人
ではなく、周りの人と共に生きていて、その人がいるからこそ充実した毎日を過ごすこ
とができています。だからこそ、これからも感謝の気持ちをしっかり伝えながら歩んで

いきたいと思います。 
家族へ。面倒なことを後回しにしがちで、気分屋な私を毎日温かく見守り育ててくれ
てありがとう。毎日の仕事に加え、習い事の送迎や受験期のサポートなど、たくさんの

支えをしてくれて本当に感謝しています。高校生になってもきっと迷惑をかけることが
あると思いますが、変わらず温かく見守っていてください。 

１、２年生の皆さん。部活や学校行事を通じて私たちと仲良くしてくれてありがとう。皆さんと過ごした時間は、私たちにとってかけがえの

ない思い出です。4月からは新しい後輩たちが入学してきます。これからも優しく後輩をリードし、素晴らしい学校を作り続けてください。そ
して、友達との時間を大切にしてほしいと思います。卒業後はなかなかクラスメイトとゆっくり過ごすことが難しくなりますので、今のうち
にたくさん思い出を作ってください。どんな些細なことでも、後から思い返すと良い思い出になるはずです。何気ない日常を大切に、この銭函

中学校での生活を楽しんでください。 
3年生の皆さん。たった3年間という短い時間でしたが、共に過ごした日々が本当に楽しかったです。勉強を教え合ったり、毎日のように
くだらない話をしたり、時には遠くまで出かけたりと、素晴らしい思い出がたくさんあります。私たちはこれからそれぞれが信じた道を歩み

始めます。そして、その道は決して楽な道ではないかもしれなくて、たくさんの壁が私たちを待ち構えているかもしれない。しかし、私たちに
は素直さと困難に臆することなく立ち向かう力があります。そして、いつか壁を乗り越えた先でまた会えることを願っています。 
結びになりますが、今まで私たちの学校生活に携わってくださったすべての方々に、卒業生を代表して、心より感謝申し上げるとともに、 

銭函中学校のますますの発展を祈念して、答辞とさせていただきます。3年間本当にありがとうございました。 
 


